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発 酵 の 魅 力 満 載 の 1 日
【
講
義
】

　

名
誉
町
民
で
発
酵
学
者
の
小
泉
武
夫
校
長
か
ら
は「
発
酵
食

品
の
魅
力
」、
宮
城
大
学
食
産
業
学
群
教
授
の
金
内
誠
先
生
か

ら
は「
発
酵
食
品
の
機
能
性
〜
乳
酸
菌
と
味
噌
〜
」、
東
日
本
酒

造
協
業
組
合
理
事
・
杜と

う
じ氏
の
殿
川
慶
一
先
生
か
ら
は「
現
代
の

名
工
が
醸
す
幻
の
純
米
吟
醸
酒
」と
題
し
講
義
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

発
酵
食
品
の
メ
リ
ッ
ト
、
体（
腸
内
）に
与
え
る
効
果
、
発
酵

食
品
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
日
本
食
の
す
ば
ら
し
さ
な

ど
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
小
野
町
産
酒
造
好
適
米「
福
乃

香（
ふ
く
の
か
）」を
使
用
し
た
純
米
吟

醸
酒「
東
堂
山
勝
馬
」に
つ
い
て
、
酒
造

り
の
工
程
、
完
成
に
至
る
経
過
、
お
酒

の
特
長
・
魅
力
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
こ
れ
か
ら
】

　

町
で
は
人
口
減
少
な
ど
に
よ

る
農
業
の
衰
退
が
著
し
く
、
遊

休
農
地
の
増
加
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

「
発
酵
」に
着
目
し
、
町
産
農
産

物
と
組
み
合
わ
せ
た
６
次
産
業

化
を
推
進
す
る
た
め
、「
産
業
６

次
化
・
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

現
在
、
味
噌
・
日
本
酒
・
乳

製
品
の
３
つ
の
部
会
を
中
心
に

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
将

来
の
一
般
販
売
・
特
産
品
化
、

そ
れ
ら
を
き
っ
か
け
と
し
た
関

係
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加
に

向
け
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

福島県内初開催 !!
「発酵の学校in小野町」特別出張開校

　「発酵の学校㏌小野町」特別出張開校が６月17日、多目的研修集会施設で
開かれました。
　今回の「発酵の学校」は、発酵食品の魅力や文化を学ぶ一日限定の特別開
校として開かれたもので、県内では初開催となりました。当日は町内だけ
でなく、県内外から多くの方々が受講しました。
　開校にあたって、主催者
である町長からあいさつが
あり、来賓を代表して議長
から祝辞がありました。こ
のほか、同じ田村地方の白
石田村市長ならびに坂本三
春町長が聴講しました。

【
販
売
・
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
】

　

会
場
の
外
で
は
、
小
野
町
産
酒
造

好
適
米「
福
乃
香
」を
使
用
し
た
甘
酒

の
振
る
舞
い
や
純
米
吟
醸
酒「
東
堂
山

勝
馬
」の
販
売
、
町
の
特
産
品
な
ど
を

販
売
す
る「
つ
ど
っ
て
ま
る
し
ぇ
」の

ほ
か
、
全
国
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
に
加
入
す
る
県
内

自
治
体
の
郡
山
市
、
喜
多
方
市
か
ら

の
出
展
も
あ
り
、
甘
酒
、
味
噌
、
し
ょ

う
ゆ
、
パ
ン
な
ど
の
発
酵
食
品
の
販

売
が
行
わ
れ
、
行
列
が
で
き
る
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

1_小泉先生の講義
2_講師の皆さん
　 （（左２番目から）小泉先生、殿川先生、
　 金内先生）
3_金内先生の講義
4_殿川先生の講義
5、6_販売・PRブースの様子
7、8、9、10_会場の様子
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発酵の学校とは…
　非営利活動（NPO）法人発酵文化推進機構が、発酵食品の魅力や正しい知識、歴史や文化を学ぶことができる場を設け、
専門的研究データに基づいた講義や身近な発酵食品を用いた実用的な講義を通じて、発酵食文化の啓発と推進リーダーの
育成を目的に開催しているものです。
　通常、12回の講座をすべて受講し、修了すると「発酵食品ソムリエ」の資格を取得することができます。

QRコード

詳しくは発酵文化推進機構ウェブサイトをご覧ください。
　NPO法人発酵文化推進機構ウェブサイトURＬ
　（https://hakkou-bunka.jp）

　小泉先生から「子どもたちへの『食育』に役立ててほしい」との思いで絵本「菌たろう」を寄贈いただ
きました。
　寄贈いただいた絵本は町内の幼児教育施設、小野小学校、ふるさと文化の館図書館で活用させて
いただきます。
　このたびのご厚意に対し、紙上より厚くお礼申し上げます。

絵本を寄贈
小泉武夫先生から子どもたちへ
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３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま

で
の
ク
ラ
ス
の
春
季
遠
足

が
５
月
26
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

５
歳
児
は
、
小
野
小
学

校
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
っ

た
り
、
上
り
棒
に
登
っ
た

り
、
鉄
棒
で
逆
上
が
り
に

も
挑
戦
し
た
り
と
、
元
気

い
っ
ぱ
い
体
を
動
か
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
小

学
校
の
休
み
時
間
に
は
、

１
年
生
や
自
分
の
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
に
会
う
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
う

れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

４
歳
児
は
、
文
化
の
館

の
郷
土
史
料
館
で
マ
ネ
キ

ン
に
驚
き
な
が
ら
も
、
昔

の
家
の
中
を
不
思
議
そ
う

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
園

と
は
違
っ
た
お
も
ち
ゃ
に

大
喜
び
で
、
友
達
と
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
大
き
な
絵

本
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
列
車
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

３
歳
児
は
、
初
め
て
の

遠
足
で
す
。
小
さ
な
体
に

大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
と
水
筒

を
背
負
っ
て
園
の
裏
山
に

出
発
。
お
友
達
と
手
を
繋

い
で
足
元
に
気
を
付
け
な

が
ら
登
り
ま
し
た
。
高
い

と
こ
ろ
か
ら
園
舎
を
眺
め
、

園
庭
で
遊
ん
で
い
た
ほ
か

の
組
の
お
友
達
や
先
生
方

に「
ヤ
ッ
ホ
ー
！
」と
大
き

く
手
を
振
り
な
が
ら
頑

張
っ
て
登
っ
た
こ
と
を
知

ら
せ
て
い
ま
し
た
。
切
り

株
の
丘
で
は
、
穴
か
ら
大

き
な
ア
リ
が
出
て
き
て
驚

き
、
草
む
ら
に
潜
む
カ
エ

ル
に
は
大
興
奮
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
後
は
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
お
弁

当
で
す
。
朝
か
ら「
お
弁
当

ま
だ
？
」と
待
ち
遠
し
い
様

子
で
し
た
。
外
で
食
べ
る

手
作
り
の
お
弁
当
は
格
別

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

各
年
齢
と
も
に
、
自
然

と
触
れ
合
う
喜
び
や
楽
し

さ
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

春
季
遠
足

地域の子育て支援事業のお知らせ

開催日

開設時間

午前10時から午後３時まで

月曜日・水曜日・金曜日

予約先

問おのまち認定こども園
　☎73-8321

料　金

７月のイベント

無料

■親子制作
７月26日㊌

　午前10時から午前11時まで
※イベントには定員がありますので

ご了承ください。

自主防災会避難所設営訓練を実施

「ローリングストック法」で災害に備えましょう

　自主防災会長（行政区長）による避難所設営訓練を６月10日、浮金集落セン
ターで行いました。
　各自主防災会長が参加し、IＰ無線機による通信訓練をはじめ、備蓄食料・
飲料水などの確認、段ボールパーテーション・段ボールベッド・ワンタッチ
パーテーションの組み立てや避難者の受け入れについて取り組みました。
　災害時には、各行政区の自主防災会が中心となり、避難所の開設・運営、住
民の避難誘導を行うようになります。いざという時に最も頼りになるのは地域
住民による協力体制です。どうすれば家族や地域の方たちを大規模な災害から
守れるのか、みんなで話し合って災害に対する体制づくりに努めましょう。

　災害が起こると食料の確保が最優先されます。
　備蓄の必要性を感じている方も、実際に食料を備蓄しておくことは難しいものです。
　災害時に役立つと言われている保存食も、何がどれくらいあるのかを定期的に確認しなければなりません。
　保存食を備蓄しておくことは大切なことですが、日常の中に食料備蓄を取り込むという考え方もあります。
　普段から少し多めに食材、加工品を買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足していくことで、常
に一定量の食材を備蓄しておく方法を「ローリングストック法」と言います。
　ローリングストックは、日常生活で消費しながら備蓄することです。
　ポイントは、次の２点です。

①古いものから消費する。
　備蓄する食料が消費期限を過ぎないよう循環させることが重要です。
②消費した分は必ず補充する。
　補充を怠ったタイミングで災害が起こる可能性もありますので、消費した分は
早めに補充することが重要です。
　皆さんも日々の生活で簡単に食料を備蓄することができる「ローリングストック法」に取り組んで災害に備
えましょう。

避難所設営訓練の様子
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おのまち認定こども園通信健やかな成長を願って
笑顔とがんばり子育て応援金贈呈

草野　滝
たき

　　割谷　颯
そう

　笑顔とがんばり子育て応援金贈呈式が６
月27日、子育て支援課キッズルームで行
われました。
　新たな町民の誕生を祝福し、赤ちゃんの
健やかな成長を願い、町長から一人ひとり
に「応援金」と、町有林の間伐材で作られた
子ども用いす「おめでたいっすー」、乳児期
から読書にふれてもらうための「絵本セッ
ト」が贈られました。
　贈呈を受けたお子さんは次のとおりで
す。（敬称略）


